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鶴城町 上宮町 鶴河内町 大鶴本町 大肥町 大肥本町 大鶴町 大鶴地区 町名 大
鶴
地
区 

人
口
統
計 

70(-1) 74(0) 172(0) 213(-1) 156(0) 169(0) 287(-4) 1,141(-6) 人口 

35(-1) 32(0) 73(0) 98(-1) 77(0) 70(0) 119(-1) 504(-2) 世帯 

 ※データは日田市 HP より令和５年１０月３１日現在 ( )は前月比 

今
回
は
日 

頃
の
健
康 

増
進
・
健 

康
づ
く
り 

を
か
ね
て 

大
鶴
地
区 

の
65
歳
以 

上
の
方
を
対
象
に
募
集
を
行
い

開
催
し
ま
し
た
。
競
技
は
４
組

に
分
か
れ
２
ホ
ー
ル
の
合
計
打

数
で
成
績
を
競
い
ま
す
。 

  

編集・発行 

日田市大鶴公民館 

大鶴本町８７０ 

電話 ２８－２８４６ 

FAX ２８－２１２２ 

館長 森山 道德 

主事 伊藤 正昭 
 
 

紙面のイラストについて 

イラスト著作権 

がくげい 
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日田市大鶴公民館 : ホームページ：http://www.hita-k.org/ootsuru：      ：otsuru-k@hita-net.jp 

 

10
月
25
日
（
水
）
晴
天
の
中
、
大
鶴
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
於
い

て
大
鶴
公
民
館
主
催
の
『
大
鶴
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
』
を

大
鶴
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
大
鶴
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好

会
の
ご
協
力
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

 

大

（白毫こども園、園児） 

（大明小鼓笛隊） 

（藤陰高等学校吹奏楽部） 

げ
ら
れ
ま
し
た
。 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が

17
本
出
ま
し
た
。
中
で

も
２
回
出
さ
れ
た
方
も

い
ま
す
。
最
後
は
短
い

距
離
の
ホ 

ー
ル
イ
ン 

ワ
ン
大
会 

も
行
わ
れ 

ま
し
た
。 

上
位
の
成 

績
は
下
記
の
通
り
で
す
。 

【
団
体
の
部
】 

優 

勝 

大 

鶴 

本 

町 

準
優
勝 

大 

肥 

本 

町 

第
３
位 

上 

宮 

町 

【
個
人
の
部
】（
敬
称
略
） 

優 

勝 

森 

山 

公 

子 

準
優
勝 

梶 

原 

善 

忠 

第
３
位 

馬 

場  

篤 

森
山
さ
ん
馬
場
さ
ん
は

大
鶴
本
町
、
梶
原
さ
ん
は

上
宮
町
で
す
。 

ご
参
加
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

さ
ん
和
気 

あ
い
あ
い 

と
楽
し
く 

元
気
に
プ 

レ
ー
さ
れ 

て
い
ま
し 

た
。
個
人 

成
績
は
次 

の
通
り
で
す
。 

       

（
敬
称
略
） 

【
優 

勝
】 

梶 

原 

善 

忠(

上
宮
町) 

【
第
２
位
】 

 

馬 

場 

篤 (

大
鶴
本
町) 

【
第
３
位
】 

   

梶 

原 

孝 

俊(

大
鶴
本
町) 

 

※ 

11

月
22

日(

水)

大
明
小

中
学
校
７
年
生(

中
一
年
生)

と
の
交
流
グ
ラ
ン
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
が
行
わ
れ
ま
す
。 

大
鶴
ス 

ポ
ー
ツ 

協
会
主 

催
で
、 

11
月
12 

日(

日) 

大
鶴
ス 

ポ
ー
ツ
広
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

６
町
内
か
ら
46
名
の

方
々
が
参
加
し
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
北
風 

も
吹
き
肌
寒
い
天
候
で 

こ
の
日
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

を
５
名
の
方
が
出
さ
れ
、 

中
に
は
２
回
出
さ
れ
た
方
も

い
ま
し 

た
。
久 

し
ぶ
り 

の
グ
ラ 

ウ
ン
ド 

ゴ
ル
フ 

交
流
会 

と
い
う
事
で
参
加
さ
れ
た
皆 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通
学
合
宿
で
の
心
得
は
、
①

学
校
の
授
業
と
両
立
す
る
。
②

宿
題
や
読
書
な
ど
生
活
習
慣
も

前
向
き
に
取
り
組
む
。
③
思
い

や
り
の
気
持
ち
、
み
ん
な
で
協

力
す
る
。 

④
あ
い
さ
つ 

や
入
浴
な
ど 

礼
儀
正
し
く 

す
る
。
⑤
感 

謝
の
気
持
ち 

を
忘
な
い
。 

の
五
つ
で
す
。  

一
日
の
流
れ 

は
、
学
校
終 

了
後
公
民
館 

に
帰
り
宿
題 

・
学
習
を
す 

る➾
各
班
に 

分
か
れ
、
夕 

食
準
備
・
入
浴(

前
半
組)➾

夕

食➾

後
片
付
け
・
公
民
館
掃

除
・
入
浴(

後
半
組)➾
講
話
・

夜
の
活
動➾

日
記
の
記
入(
一

日
の
ふ
り
か
え
り)➾

就
寝➾
起 

床➾

朝
食 

準
備
・
身 

の
回
り
の 

清
掃➾

朝 

食➾

片
付 

け➾

登
校 

で
す
。 

最
終
日
の
21

日
は
朝
か
ら

朝
食
後
片
付
け
、
公
民
館
大
清

掃
・
ふ
り
か
え
り
・
お
礼
状
書

き
、
最
後
に
修
了
書
の
授
与
で

終
わ
り
ま
し
た
。 

 

10
月
18
日(

水)

～
21
日(

土)

の
３
泊
４
日
で
、
大
明
児
童
小
学
５
年
生
（
女

子
２
名
）
・
６
年
生
（
男
子
４
名
・
女
子
６
名
）
計
12
名
で
通
学
合
宿
（
大
鶴
・

夜
明
公
民
館
合
同
事
業
）
が
大
鶴
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
・
市
内
で
も

以
前
は
幾
つ
か
の
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
大
鶴
・
夜
明
両
公

民
館
の
取
り
組
み
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

参
加
し
た
児
童
に
と
っ
て
は
、
仲
間
と
協
力
し
て
、
毎
日
を
乗
り
切
る
体
験
は

何
ご
と
に
も
代
え
が
た
い
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

10
月

14
日(

土)
夜
明
公
民
館
に
於

い
て
、
大
明
チ
ャ
レ

ン
ジ
教
室
第
５
講

「
高
校
生
と
の
ス
イ

ー
ツ
づ
く
り
」
を
行

い
ま
し
た
。 

  

自
分
た
ち
の
力
で
集
団
生
活
を
送
り
な
が
ら
通
学
し
よ
う
。 

広報 おおつる                                  ２０２３年 11月１５日発行（No.2） 

     

当
日
は
、
昭
和
学

園
高
等
学
校
調
理

部

13
名
と
指
導
者

２
名
に
来
て
い
た
だ

き
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

参
加
者
と
一
緒
に 

 
楽
し
く
地
元
で
採
れ

た
梨
を
使
っ
て
美
味

し
い
パ
イ
と
パ
フ
ェ

を
作
り
ま
し
た
。 

差別をなくす人権標語    

 

 

10
月
26
日(

木)

第
４
回
男

性
料
理
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は 

ピ
ー
マ
ン
の 

肉
詰
め
・
季 

節
の
食
材
を 

使
っ
た
里
芋 

の
煮
こ
ろ
が 

し
・
サ
ツ
マ
イ
モ
の
バ
タ
ー

煮
・
イ
ワ
シ
の
つ
み
れ
汁
を
つ

く
り
ま
し
た
。
次
回
は
12
月
７

日(

木)

「
団
子
汁
」
を
メ
イ
ン

に
作
り
ま
す
。
定
員
に
余
裕
が

あ
り
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は

公
民
館
ま
で
連
絡
下
さ
い
。 

宿
題
等
の
学
習 

時
の
見
守
り
を 

地
区
の
民
生
委 

員
の
方
々
、
夕 

食
・
朝
食
づ
く 

り
に
は
地
区
の

食
推
協
の
方
々
に
手
伝
い
い
た

だ
く
な
ど
、
地
域
の
多
く
の

方
々
に
、
こ
の
通
学
合
宿
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
児
童
は
、
こ
の
集
団
生
活
を

通
し
て
、
、
責
任
感
や
使
命
感
が

芽
生
え
、
思
い
や
り
の
心
や
、

感
想
を
見
る
と
家
族
の
大
切
さ

や
、
感
謝
の
気
持
ち
が
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。
大
変
良
い
経
験

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 
 

10
月
15
日(

日)

の
子
育
て

サ
ロ
ン
は
『
お
に
ぎ
り
弁
当
づ

く
り
』
で
し
た
。
０
歳
児
か
ら

小
学
生
ま 

で
７
家
族
、 

民
生
委
員 

さ
ん
も
含 

め
て
27
人 

の
人
が
参 

加
し
て
く 

だ
さ
い
ま
し
た
。 

「
お
べ
ん
と

う
ば
こ
」
の
歌
に
合
わ
せ
て
、
絵

本
を
開
い
て
い
っ
て
く
れ
た
小
学

生
の
お
姉
さ
ん
た
ち
、
周
り
の
人 

た
ち
の
ふ
り
を
見 

な
が
ら
真
似
を
す 

る
子
ど
も
た
ち
と 

み
ん
な
楽
し
そ
う

で
し
た
。
い
よ
い
よ
お
に
ぎ
り
づ

く
り
。
ラ
ッ
プ
に
包
ん
で
３
種
の

お
に
ぎ
り
を
握
り
上
げ
ま
し
た
、

お
い
も
・
ピ
ー
マ
ン
の
肉
詰
め
・

卵
焼
き
な
ど
お
か
ず
を
詰
め
て
か

わ
い
い
お
弁
当
が
出 

来
上
が
り
ま
し
た
。 

と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。 

※
次
回
は
、
12

月
17

日(

日) 
 

午
前
10

時
～
ク
リ
ス
マ
ス
会
で

す
。
た
く
さ
ん
の
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 
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第４５ 大明祭
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
①
③
に
つ

い
て
は
、
前
回
「
地
域
の
良
い

と
こ
ろ
、
好
き
な
と
こ
ろ
、
資

源
と
思
う
も
の
、
困
っ
て
い
る

こ
と
、
不
便
な
こ
と
な
ど
地
域

の
課
題
」
を
出
し
て
来
た
、
今

回
は
、
地
域
の
資
源
を
活
か
し 

11

月

3

日
（
金
）
、
第

45

回
「
大
明
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「

P

 

O

P

～
本
気
で
楽
し

む
私
た
ち
の
青
春
を
～
」。
こ
の

テ
ー
マ
の
下
、
各
学
年
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
演
劇
、
圧
巻
の
創
作
ダ

ン
ス
、
そ
し
て
見
事
な
全
校
合

唱
、
ど
れ
も
参
観
者
か
ら
大
き

な
拍
手
が
沸
き
起
こ
る
発
表
で

し
た
。
全
校
生
徒

45

名
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
笑
顔
に
、
無
限
の

可
能
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
「
大
明
祭
」
で
し
た
。 

 

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
①
③
に
つ

い
て
は
、
前
回
「
地
域
の
良
い

と
こ
ろ
、
好
き
な
と
こ
ろ
、
資

源
と
思
う
も
の
、
困
っ
て
い
る

こ
と
、
不
便
な
こ
と
な
ど
地
域

の
課
題
」
を
出
し
て
来
た
、
今

回
は
、
地
域
の
資
源
を
活
か
し 

 

11

月
５
日(

日)

晴
天
の
中

４
年
ぶ
り
の
「
大
鶴
ふ
る
さ
と

祭
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
白
毫
こ
ど
も
園
児
・
大
明

小
鼓
笛
隊
・
藤
陰
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
・
竹
原
ひ
ろ
み
さ
ん
、

他
に
地
元
の
方
々
が
ス
テ
ー
ジ

を
盛
り
上
げ
、
ま
た
多
く
の
模

擬
店
が
出
さ
れ
、
大
明
チ
ャ
レ

ン
ジ
教
室
も
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を

配
布
し
ま
し
た
。
ご
来
場
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
又
、
準
備
か
ら

当
日
の
運
営
・
片
付
け
ま
で
頑

張
っ
て
い
た
だ
い
た
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

写真提供：梶原孝俊氏（大鶴本町） 

寿
大
学
第
３
講

ぼうさいキャンプ  防災標語  おちついて すばやく移動 安全に  

 

10

月 

16

日(

月) 

寿
大
学
第 

２
講
を
講 

師
に
安
藤 

 

千
恵
美
さ 

ん(

九
重
町 

・
大
分
県
人
権
啓
発
講
師)

を
招
い

て
開
催
し
ま
し
た
。
演
題
は
、「
音

楽
と
人
権
～
歌
の
中
に
あ
る
人
権

～
」
で
、
誰
も
が
よ
く
知
っ
て
い

る
歌
を
歌
い
な
が
ら
そ
の
意
味
を

考
え
て
い
く
内
容
で
し
た
。 

人
権
と
は
「
幸
せ
に
生
き
る
」

権
利
で
あ
り
、「
幸
せ
の
条
件
」 

は
＊
自
分
を
好 

き
で
あ
る
こ
と 

＊
他
人
の
役
に 

立
つ
こ
と
＊
他 

人
を
信
じ
ら
れ 

る
こ
と
、
他
に 

も
◆
人
権
と
思 

い
や
り
◆
人
権

の
役
割
◆
人
権
と
は
誰
の
も
の

な
の
か
な
ど
に
つ
い
て
も
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
安
藤
さ

ん
自
身
が
作
詞
作
曲
し
た
歌
も

聴
き
な
が
ら
、
大
変
分
か
り
や

す
い
講
演
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
度
か
ら
２
年
間
か
け
て
７

町
内
を
伺
う
「
出
前
寿
大
学
」

を
実
施
中
で
す
。

11

月
９
日

(

木)

下
中
・
山
際
公
民
館(

上
宮

町)

、
11

月
11

日(

土)

下
河
内

公
民
館(

鶴
河
内
町)

に
伺
い
ま 

し
た
。
内
容 

は
防
犯
・
交 

通
安
全
に
つ 

い
て
大
明
駐 

在
所
河
野
巡 

査
長
の
講
話
、 

健
康
に
つ
い
て
市
健
康
保
険
課

合
谷
保
健
師
の
講
話
、
健
康
体

操
を
運
動
リ
ー
ダ
ー
森
山
さ
ん

の
指
導
で
行
い
、
最
後
に
茶
話

会
を
行
い
ま
し
た
。
両
会
場
と 

も
自
治
会
長
を 

は
じ
め
町
内
役 

員
の
方
々
等
の 

働
き
か
け
で
多 

く
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
今
後
も
こ
の
よ
う
な
会
を
し
て

欲
し
い
」「
久
し
ぶ
り
に
色
ん
な

人
に
会
え
て
嬉
し
か
っ
た
」
等
の

声
が
あ
り
大
変
好
評
で
し
た
。 

※
次
回
は

11

月

24

日(

金) 

吉
竹
公
民
館(

大
肥
町)

で
す
。 

※ 

来
年
度
は
、
鶴
城
町
・
大
鶴

本
町
・
大
肥
本
町
・
大
鶴
町
に

伺
う
予
定
で
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差別をなくす人権標語  「  
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地震発生時の安全確保 

早期避難の徹底をなど、

地震防災対策を一層推 

進するため、今回、地 

震体験車「ユレルンダ 

ー」が大鶴公民館に下 

11
月
10
日
（金
）

の
朝
、
「
大
明
あ
い

さ
つ
＋
１
（
プ
ラ
ス 

ワ
ン
）
運
動
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

運
動
は
、
「学
校
・家

庭
・
地
域
が
、
と
も

に
気
持
ち
の
よ
い

あ
い
さ
つ
を
交
わ

し
、
子
ど
も
の
よ
り

よ
い
育
ち
を
目
指

す
」
こ
と
を
目
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開催日 ： 令和５年１１月２６日（日） 
 
受付時間：午前９時～午前１０時 
 
受付場所：静修館（大鶴公民館） 
         受付終了後スタートしてください。 
 

コース ： 静修館(大鶴公民館)スタート～日田どんの墓 
折り返し～やさい工房沙羅前広場ゴール 
 
○ゴール後参加記念賞あり 

◆コースは左記の通りと 

なります。(往復5Km） 
 

◆日田どんの墓に行く途 

中の階段は滑りやすい 

のでご注意ください。 
 

◆競争ではありませんの 

で自分のペースで歩い 

て下さい。 
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日時：令和５年１１月２５日(土) 
    午前１０時から正午まで 
場所：大鶴公民館（玄関前） 

体験料は無料です。 
☆雨天の場合は中止となります。大鶴地区の皆さんに 

は当日の朝、防災ラジオでお知らせします。 

不明な点等ございましたら大鶴公民館まで連絡下さい。 

【問合せ先】日田市大鶴公民館☎(0973)28-2846 

記の日程で来るようになっています。体験できる地震

は、震度 2 から 7 までの８段階の揺れです。過去に

大きな被害をもたらした地震の揺れを体験できます。

是非ともこの機会に体験してみてはいかがですか？ 

大鶴まちづくり協議会と大鶴スポーツ協会が主催で鶴河内町にある日田どんの墓まで

のウォーキングが下記の通り開催されます。また同時に農産物直売所やさい工房沙羅で

は、秋の収穫祭が開催されます。 


